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i し ●▼   二・丁  －      t▼            d＝い．           鼻哺者猪飴煮法泣、紗鎧だめ不自由恕Åの自立と故意泰旛奄助げるため必法様です∈平成1堆年相即田  
－ ∴・・● 升ヽ   二「■一て1ナ■．  ‾」竹∴、  巨人   す‾】∴1◆亡く  

膝行十この法掛こよって、交通縁閏や土上芸施設にほしょ犬が同伴てきる，貫う：こなり、辛式15年10月1日からは、  
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．こ●7」▲ ユーハーマーケットやレストラン・爪テルなとの－一短粥な流設にも・甲伴でき盲ヰラになりました・         ・．・「    L＿   ナ・■ご   JT・・＿  ．÷ ；   ■．T・、                     十こゝ「」丁、  
さらに、平成19年12月に浣持の－一詔が誼正されました。おもな改正卓はつきの2点てす。  
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ーヽ l          一 日 、－′－         鴫■＋、 一－ 一驚認現題上菅詳録で臥努精してむ幡善珊登㊥櫻じよ黄綬周  ′＿．■′■†■ 掛璽華啓墾酢禦㌘吾が撃墜攣響郡・ヨ諏監竃伝  
統為市野竪琴薫苧、苧郡に頗訂乳蒙すけ  
（平成別年1月1日篤行）  

撃野望武野務野哲学零す，  

（平氏20年相月1日施行）  
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打▲     し● ■▲l じょ犬の種類  

七う か けÅ 盲導犬   

▲     ▲  こ ■●    ■◆    ■－ ■一 己の不自由な人が音量に い■■エ▲  

萄なか壱歩けるように、丹 ▲廿■で山  
蕗領癒料穐隠抄転教ぇま  

應唱・烏山 す．敵組ロ＼－ネスせつけ 如：  
鶴囁鵬竜頭です穏  

かい じJ け人 介助犬 ■  

毒急が遠島晶な鼠に義ね 盛闘  

って、樗としたものせ摺っ  
● たり、ドア電場けたり、スイ ■●  
ッチ専一写したりします。■  
㌢礪 がえも手伝いますで  

敷ヒ争 ど語 け鬼 聴導犬  

■一    一  二 ■t    い    ■ 耳が不由由な人に代わっ  

て壷重森乱智粗堆せ                            ゝ  

髄 ます丁零のウラウションや ▲・●こ■1  

ドアチャイムの音、非常ぺ  
胤 撤紘ど級数急ま甘轡  
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▲  こ・ M    ひさ       て り亡                不自由恕ふ恕毒響転むちをす乳歯導光、  
■▲、二J 汀人  し∫7 ∫モ け．㌧  

館観光琴療背光叡這恕ですむ汐うだ昭  
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で縫糸りま偲ん◎   
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志1は、からだの不自由  l一■lrJ．■ 公共滴設をはしめ、いろいろな場所で  濾  で
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静   電，ヾ             J箋鱒笥く 加を鱒柑るた均の詰襟くで  
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‘． 「．    ヒ．ヽ   ．■1二ヽミi －               せ渾感服将凝爛1日施行、きゃ登ら、に艶療養脱  
ごL，▼－し＋lr＿亡－r■こ の囁を広けられるように．平成19E■12f引ここの  
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法豚嘩脚部が改正凄れ諾した。おもな凛正療  

′lt で義軒コけられています】「犬だから」  

ー●■・・ 理由で受け鼠範を軽電せぜまこ、轟た  

■ヽ 守ってくたさい←  

はつぎの2点てす．；  L紺ノ等 こ．シ1－－一荊絹て  

」人亡．、、∫モrと・し◆ J JJlTh ぱつ  

k        し－■＿てl・ 要一身障醸審恕減駿東法遥葺二基つL箋で捷澄  
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．l           「 郵船翫紆監嘲瀾魔儲闇腰愛せ常㍍厨軌  
漣触＼ きぢ＜・七∴・－さ・ヾ∵「′㌧ト育て∵‾：一案：’、－・’  
王一丁▲・いLと 丁・一－†ノ守れ告し、ネ＋Å．チエモ，1ニきごボ、＿・－－∴・  
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て藩登抱で宮¢だ封う≠公共嶺鰹轡菜濾  

療軌L～あ短毛て丸 印Ⅳ干iミしせ 学万民●÷い†ユーノ、・「ご∴  
ぱl頑朗弧  

など愈む嗜監略説場所義二職繹で孝愛す藁  
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l∴も 拙銅紐橡紗那封軒紅組出演蹴沈思  

I． ：．‥＼ヰ．・・、ヒ丁こ仁．てくしさい、  

レフトランて  亘由て  

組 む 獲き   誹′ヒ  」・■ ●′，l  

からだの不自由な人たちが、ほしょ犬といっしょに当たりまえに苦らせる社会をつくりましょう。   




